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   一関市総合計画基本構想 

序章 

 総合計画は、長期的な視点からのまちづくりの方向性を定める計画です。 

 一関市は、平成 17年９月に市町村合併をしてから、まちづくりの指針として 10年間の

一関市総合計画を２回策定しました。平成 18 年度（2006 年度）から平成 27 年度（2015

年度）までは「人と人 地域と地域が結び合い 未来輝く いちのせき」という将来像を

掲げ、合併した一関市の一体感の醸成を図り、平成 28 年度（2016 年度）から令和７年度

（2025 年度）までは「みつけよう育てよう 郷土の宝 いのち輝く一関」という将来像を

掲げ、市内それぞれの地域の振興を図りました。私たちが暮らす一関市が、私たちの幸せ

を育む唯一無二のまちとなるよう、まちづくりを進めてきました。 

 一方で、この 20 年の間に、東日本大震災や新型コロナウイルス感染症などが私たちに大

きな価値観の変革をもたらし、また、急激な少子高齢化と人口減少が、社会全体に構造的

な変革を強く迫っています。私たちの幸せも、幸せを育む一関市のかたちも、価値観と社

会構造の変革の中で、20 年前、そして 10 年前から大きく変化しています。 

 このまちを将来にわたり暮らし続けたいまちとするためには、人口減少による影響をで

きるだけ少なくし、私たちの幸せを育む一関市というまちを守っていけるよう私たちが挑

戦し続け、地域の活力を高めていくことが重要です。 

 今を生きる私たち、そしてこれから産まれてくるこどもたちが、幸せを実感しながら暮

らすことができるよう、一人ひとりが手を携えてまちづくりに取り組みます。 
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第１章 総論 

  第１節 総合計画の位置づけ 

  本計画は、一関市で暮らす私たちすべてが目指す、まちづくりの方向性を定める計画

として策定するものです。 

  一関市のこれからのまちづくりの方向性をさまざまな主体で共有し、行政にあっては

行政運営の指針とし、市民や企業などにあっては自主的な活動の指針とすることで、一

関市のまちづくりを総合的かつ計画的に進めようとするものです。 

 第２節 計画の構成と目標年次 

本計画は、基本構想、基本計画及び実施計画の３階層で構成します。基本構想は、令

和８年度（2026 年度）を初年度、令和 17 年度（2035 年度）を目標年次とします。 

基本構想は、目指すまちの将来像と基本目標、まちづくりの考え方などを定めます。 

基本計画は、基本構想に基づき、中長期的な施策の展開方法を定めます。社会経済情

勢の変化に対応するため、計画期間を前期５か年、後期５か年とし、前期基本計画は令

和８年度（2026 年度）を初年度、令和 12 年度（2030 年度）を目標年次とします。 

実施計画は、基本計画に基づき、３か年度分の個々の施策における具体的な事業計画

を定めます。施策の進捗状況に応じた事業の見直しを行うほか、社会経済情勢などを的

確に反映させるため、毎年度、向こう３か年度の範囲で、ローリング方式により定めま

す。 
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第２章 一関市の将来像 

ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち いちのせき 

まちの主役は市民一人ひとりです。 

年齢も住んでいる地域も考え方も好きなものも異なる一人ひとりが、人生の、生活のあ

らゆる場面で、自らが望むように生き、生活を営むことで、一人ひとりの笑顔が輝きます。 

一人ひとりの、人生の、毎日の、大きさも種類も異なるさまざまな挑戦を、周囲の誰も

が受け入れ、互いに認め合うことで、笑顔が広がり、まちが輝きます。 

一関市には、豊かで広大な自然、人と自然の中で培われ伝えられてきた歴史や文化、豊

かなコミュニティがあり、これまで私たちは、これらを一関市の魅力として見つけ、育て、

輝かせてきました。これらの魅力に加え、今後の人口減少社会においては一人ひとりに今

まで以上にスポットライトが当たり、私たち一人ひとりの存在も一関市の魅力となってい

きます。このさまざまな魅力を持つ一関市を次の世代につなげていくため、私たちには未

来に向かって挑戦し続けることが求められます。 

好きなひとやもののために、そして自分のために、挑戦するひとがいるまちでは、輝く

笑顔と幸せが広がります。 

私たち一人ひとりのさまざまな挑戦を認め合い、暮らしやすさを実感できるまちとする

ため、「ひとりひとりが輝く 挑戦しつづけるまち いちのせき」を私たちのまちの将来像

に掲げます。 
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第３章 将来像を実現するための基本目標 

  第１節 基本目標 

将来像を実現するために、私たちの暮らしの視点から「ひと」「まち」「しごと」に整理

した３つの基本目標を掲げ、まちづくりを進めます。 

○ いちのせきで「いきる」 ひかり輝く「ひとづくり」 

「いきる」※ことは一人ひとり異なり、なりたい自分も一人ひとり異なります。

まちは「ひと」の集合体であり、まちづくりの土台は「ひとづくり」です。 

一人ひとりがなりたい自分を見つけ、笑顔で幸せを感じられる人生とできるよう、そし

て、誰もがその人の人生を認め、受け入れ、応援することができるよう、誰もがいきる幸

せを感じられる、ひかり輝く「ひとづくり」を目指します。 

○ いちのせきで「くらす」・「つどう」 暮らしやすさを感じる「まちづくり」 

ひとが暮らす場が「まち」であり、ひとが集い「まち」になります。 

「まち」には、ひととひと、もの、世界、過去、そして未来とのつながりが生まれ、「ま

ち」に暮らすひとが輝くことで、「まち」全体が輝き、賑わいます。 

ひとがのびのびと暮らせる場としての「まち」と、ひとが様々なかたちで集うことで生

まれる「まち」を、整え、培うことで、誰もが暮らしやすさを感じる「まちづくり」を目

指します。 

○ いちのせきで「はたらく」 やりたいことが実現できる「しごとづくり」 

ひとがまちで生き、暮らすことで、「しごと」が生まれます。 

生きるための営みも誰かのための労働も、「はたらく」ことであり、「しごと」は生活を

支えるだけでなく、時にいきることを支えることもあります。 

暮らしやすいまちには、ひとが集まり、さまざまな魅力をもつ「しごと」が生まれます。

誰もが自分の生活や生き方に合う「しごと」を選べるよう、やりたいことが実現できる「し

ごとづくり」を目指します。 

※ 生存を意味する「生きる」とは区別し、一人ひとりがなりたい自分を見つけ輝いている様子の表現として使用 
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  第２節 基本目標の相互作用 

  「ひとづくり」「まちづくり」「しごとづくり」の循環による効果 

～「ひと」が「まち」をつくり、「まち」に「しごと」が生まれる～ 

 まちの主役は、市民一人ひとりです。「ひと」の動きが刺激となり、基本目標に掲げた「ひ

とづくり」「まちづくり」「しごとづくり」が相互に作用し合い循環することで、将来像の

実現を目指します。 

 市民、行政、企業・事業者の視点によって相互に作用し合う関係はさまざまですが、同

じ将来像を目指します。 

○ 市民の視点 

 一人ひとりが輝くことで、輝く「まち」になります。 

 輝く「まち」に「しごと」が生まれます。 

 さまざまな魅力をもつ「しごと」に「ひと」が集まります。 

○ 行政の視点 

 「しごと」があるところに「ひと」が集まります。 

 「ひと」のニーズで「まち」をつくります。 

 賑わいのある「まち」の土台となる「しごと」をつくります。 

○ 企業・事業者の視点 

 「しごと」を通じて「ひと」と「まち」を輝かせます。 

 「ひと」が「しごと」の価値を高めます。 

 輝く「まち」に集まる「ひと」は、次の「しごと」を生みだします。 
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第４章 将来像を実現するためのまちづくりの考え方と役割 

 将来像の実現のために、次の考え方と役割でまちづくりを進めます。 

○ 協働のまちづくり 

  一関市の協働のまちづくりは、市民、地域協働体、企業、行政などが互いの立場を尊

重した継続的な話合いと合意により、協力して取り組むものです。 

  行政は、まちづくりを総合的に行う役割を担うことから、協働のまちづくりの考え方

に基づいて、継続的な話合いによる合意形成と、この前提となる情報提供、必要な支援

などを行います。 

  市民、地域協働体、企業などは、まちづくりの当事者として地域のことを考え、まち

づくりに参画するほか、個人や地域でできることは自助、共助で、それが難しい場合は

協働、公助での解決を図ります。 

○ 健全かつ効率的な行財政運営 

  行政は、協働のまちづくりを前提に、市民にとって分かりやすい行政運営と、人口減

少なども踏まえた健全な財政運営を行うとともに、効率的で市民にとって利便性の高い

行政となるよう行財政改革を推進します。 

  市民は、行政運営に関心を持ち、健全かつ効率的な行財政運営が行われているか確認

します。 

○ 連携の推進 

  行政は、岩手県や近隣市町、姉妹都市、友好都市などとの連携を深め、暮らしやすく

魅力あふれるまちづくりを目指すとともに、各企業、団体などとはそれぞれの得意とす

る分野で連携を図り、暮らしやすさを実感できるよう取組を進めます。 

  市民は、近隣市町や各都市について理解し、交流イベントへの積極的な参加などによ

り、住民同士のつながりを深め、連携の土台をつくります。 

○ 魅力の発信 

  行政は、選ばれるまちとなるため、一関市に魅力を感じてもらうための取組を総合的

かつ多角的に行うほか、一関市への誇りや愛着を呼び起こす取組を進めます。 

  市民は、一関市に目を向け、まちへの思いをさまざまな形で発信し共感を広げること

で、一関市の魅力を形づくります。 


